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双方向の情報交流 

多摩都市モノレール延伸

協議会の疑問点について 
 

多摩都市モノレール町田方面延伸協議会の

シンポジウムが開かれ、一般参加しました。

その会の正式な名称は、多摩都市モノレール

町田方面延伸協議会設立総会記念シンポジウ

ムとなっていました。 

この日は、多摩都市モノレール町田方面延

伸協議会の設立総会が開かれたという報告が

ありました。厳密にはその役員会が開かれた

という報告であったかも知れません。我々が

知った時には、総会があり、役員が決まって

いたと言う次第です。発起人に市長が立ち、

代表に就任したという話でした。 

人が進めることですので、やり方はいろい

ろあるでしょうが、実際に会場でハプニング

がありました。役員や基調講演者がパネリス

トになって、コーディネーターがパネルディ

スカッションを進行している時ですが、会場

から突然の発言があり、「これは促進の会か、

市民の声は聞かないのか」と言う趣旨であっ

たと思います。国や東京都の支援を貰おうと

言うのが会の趣旨であったと思いますが、政

党が単独で進めるのであれば方法は自由でし

ょうが、全市民的な団体であるとするなら、

もっと手順があるものでしょう。少なくとも、

会場内から質疑応答を受けるくらいのセンス

は行政にあるべきでした。現実には、その質

疑を行おうとした人の意見は封殺されてしま

いました。 

もっとも、市長や町田市の発想は、町内会

や商工会議所、商店会のトップが会の役員に 

なっていればそれは全市民的な組織体だと錯 

覚していると思えました。なにやら、特定な

立場の支持の拡大運動の一つではないかと思

えたのは、私 1人ではなかったようでした。 

 

モノレール町田延伸は促進が必要 

 

 
 山崎団地の中を通る予定路線部分は、既に

道路の舗装工事が整備されています。 

 

 進行役のコーディネーターが、会の名称を

＜促進＞と再三間違えて話を進めましたの

で、たまらず私は、「看板の名称と違っている

よ、促進と付け加えるべきじゃなかったの」

と、会場内から指摘してあげました。こうし

た無いものを作る運動組織は、この目的を真

に必要とする人々が中心になって進めるべき

で、多忙な人と役所の事務方だけでは物足り

なく感じてしまいました。つまり、私たちの

ように、以前からモノレール町田延伸の促進

を主張している政治家の存在が欠かせないと

考える次第です。 

 ともかく、この日はお粗末なシンポジウム

の中身でした。次回はしっかり運営していた

だきたい！ 

 

★ マルチメディア双方向発信 吉田つとむ発見動画チャンネル 
URL http://j-expert.jp/ 発見動画チャンネル http://jp.youtube.com/yoshidaben 
編集 〒194-0011 町田市成瀬が丘 1-14-12サンホワイトＥ103-13吉田つとむ（市議会議員） 

http://jp.youtube.com/yoshidaben
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震災ガレキの処理は現地で実施 

 

以下は、252 号に書いた東日本大震災の震

災関係記事の補充に当たるものです。 

震災地の復興のテーマは大きな全国的課題

ですが、当初行われてきた被災地の可燃物ガ

レキの移送・焼却は、本来の被災地自身の求

めでなく、中央や被災地でない地域の政治・

経済的な利害から行っていることが判明しま

した。つまり、被災地復興の資金が多額な移

送費や各地の清掃工場への分配金になってい

ることに対して，宮城県議会は県内に仮設の

清掃工場を含めて現地で焼却する方針を昨年

夏の時点までに主張していました。 

しかし、この間、東京都などは当初の計画

通りに町田市のような自治体に可燃性の震災

ガレキを移送し、震災の復興資金を使って各

清掃工場で焼却を行ってきました。こうした

処理方法は3月末で打ち切りと決まりました。

「被災地支援」の掛け声で、その復興資金の

多くが現地から流用されたとの見方が、被災

地には広がっています。 

 
宮城県内では、既に昨年 7 月にはフル操業し

ていた仮設の焼却施設（復旧資金が充当） 

議会の本会議運営について 
 

 既に市議会第 1 定例会の運営日程に入りま

した。私はその一般質問テーマを絞り込み整

理し始めたところです。ただし、今回は多数

の質問項目になります。 

 他方で、第１定例会の議案(市長提案分)の本

会議質疑の方法が変りました。従来は個人質

疑の形式でしたが、会派の代表者と会派個人

を組み合わせた方式の質疑が採用されます。

発言の機会を会派間で均等化する見地です。

ただし、第 2 定例会以降は従来通りの発言方

式の予定です。 

駅前トイレの設置場所は 
 地元の中から起きた要請で成瀬駅前のトイ

レ設置の工事が進んでいます。独立した建物

で、駅の真ん前に造られています。大勢の人

がこれでは「成瀬はトイレの街」になってし

まうと言っています。既に進行中であり、ス

トップは困難だと思います。これを手始めに、

市内全駅の各公共公衆トイレのスタイルは、

今後、全部が駅の真ん前に出来るのでしょう

か。素直に喜べないやり方と思っています。 

 
工事看板には写真模型がかかっています 

★吉田つとむの連絡先  TEL 042-795-7361  FAX 042-795-2726 
◇ どうぞ、町田市政や議会に関するご要望や、ご意見をお気軽にお寄せ下さい。 

Mail：   mobile:  yoshidaben@docomo.ne.jp 


